
ISSN-0916-8729

THE REPORT ON WORKS OF

KOCHI PREFECTURAL INDUSTRIAL TECHNOLOGY CENTER

令和 2年度

No. 52（2021）

高知県工業技術センター

令和 3年12月

高知県工業技術センター報告

この資料は再生紙を使用しています。

高
知
県
工
業
技
術
セ
ン
タ
ー
報
告

第
52
号
（
二
〇
二
一
年
）



目   次 
 

Ⅰ 令和２年度高知県工業技術センター研究報告 

１．食品開発課 

ショウガ繊維質の酵素による解繊処理法の探索･･････････････････････････････････････････････････････ 1 

日本酒の品質特性評価と網羅分析値の関係･･････････････････････････････････････････････････････････ 8 

 

２．生産技術課 

工作機械の稼働状況をモニタリングするシステムの試作開発･･････････････････････････････････････････14 

 

３．資源環境課 

セルロースナノファイバー（CNF）を原料とした新規材料の開発研究･･･････････････････････････････････18 



目   次 
 

Ⅰ 令和２年度高知県工業技術センター研究報告 

１．食品開発課 

ショウガ繊維質の酵素による解繊処理法の探索･･････････････････････････････････････････････････････ 1 

日本酒の品質特性評価と網羅分析値の関係･･････････････････････････････････････････････････････････ 8 

 

２．生産技術課 

工作機械の稼働状況をモニタリングするシステムの試作開発･･････････････････････････････････････････14 

 

３．資源環境課 

セルロースナノファイバー（CNF）を原料とした新規材料の開発研究･･･････････････････････････････････18 

 

 

Ⅱ 令和２年度高知県工業技術センター業務年報 

１．総  説 

１－１ 沿 革････････････････････････････････････････････････････････････････････････････････20 

１－２ 土地及び建物･･････････････････････････････････････････････････････････････････････････21 

１－３ 組織と分掌････････････････････････････････････････････････････････････････････････････21 

１－４ 職員名簿･･････････････････････････････････････････････････････････････････････････････22 

１－５ 決算状況･･････････････････････････････････････････････････････････････････････････････23 

 

２．業務・事業の状況････････････････････････････････････････････････････････････････････････････25 

 

３．誌上･学会等発表 

３－１ 研究成果報告会････････････････････････････････････････････････････････････････････････29 

３－２ 論文発表･･････････････････････････････････････････････････････････････････････････････29 

３－３ 学会発表（ポスター発表含む）･･････････････････････････････････････････････････････････30 

３－４ その他の発表･･････････････････････････････････････････････････････････････････････････30 

 

４．技術サービス 

４－１ 依頼試験、機器使用････････････････････････････････････････････････････････････････････31 

４－２ 審査員派遣････････････････････････････････････････････････････････････････････････････31 

４－３ 技能検定･･････････････････････････････････････････････････････････････････････････････32 

 

５．人材養成・技術研修 

５－１ 人材養成研修、技術講習会･･････････････････････････････････････････････････････････････34 

５－２ 講師派遣･･････････････････････････････････････････････････････････････････････････････36 

５－３ 研修生の受入･･････････････････････････････････････････････････････････････････････････36 

 

６．産業財産権･･････････････････････････････････････････････････････････････････････････････････37 

 

７．参考資料 

７－１ 主要設備･･････････････････････････････････････････････････････････････････････････････39 

７－２ 補助事業等････････････････････････････････････････････････････････････････････････････41 

７－３ 人事異動･･････････････････････････････････････････････････････････････････････････････42 







1

Enzymatic Degradation of Polysaccharides from Ginger roots 
 

Hironori MORIYAMA Satoru SHIMOFUJI Haruka TAKAHASHI 
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日本酒の品質特性評価と網羅分析値の関係 
 
 

下藤 悟  甫木 嘉朗  森山 洋憲  上東 治彦 

 
Relationship between Evaluation of Quality Characteristics of Sake and Comprehensive Analyses 

 
 

Satoru SHIMOFUJI Yoshiro HOKI Hironori MORIYAMA Haruhiko UEHIGASHI 
 

 県内の日本酒について官能評価と物理化学的分析、網羅分析を行い、それらの関係性について解析を行った。官能評価

は専門家パネル3名で行った。香りの強さ、甘味の強さ、酸味の強さ、辛口-甘口、淡麗-濃淳の5つの項目について評価

を行った。評価はLAM尺度を用いた。専門家パネルの平均得点と物理化学的分析、網羅分析データを用いてPLS回帰分析

を行った結果、自由度調整済み決定係数はすべての項目において高い傾向が見られた。また、各評価項目におけるVIPは

グルコースが上位にくるものが多く、日本酒の品質特性にグルコース濃度が与える影響が大きいことが示唆された。今後

はより正確な評価データを収集する手法や、説明変数の選別などによる解析条件の精査を行い、嗜好性評価の解析を進め

ていく。 

 

１ まえがき 

 既報1) のとおり、日本酒に限らず、マーケットイ

ンでの販売戦略の策定のためには品質の客観的な評

価が求められている。 

 前報 2) では県内日本酒101 品を対象に5 段階評

価とLAM尺度評価と物理化学的分析値の関係性を回

帰分析により検討した。その際に、今後の課題とし

て、網羅分析等のデータを活用し、嗜好性評価の解

析を進めていく必要があると考えた。 

そこで本研究では、従来指標として用いてきた成

分値に加えて網羅分析を行い、LAM 尺度を用いた官

能評価との関係性の解析を試みた。 

 

２ 実験方法 

２．１ 試料 

令和2年度に県内酒造会社で醸造された日本酒の

なかから、純米系を中心に82 品を用いた（図1）。

内訳としては、純米酒25品、純米吟醸酒30品、純

米大吟醸酒16品、吟醸酒10品、普通酒1品であっ

た。 

 

２．２ 官能評価 

評価パネルは専門家パネル3名（当センター研究

員）で行った。 

評価項目は、品質特性として香りの強さ、甘味の

強さ、酸味の強さ、辛口－甘口、淡麗－濃淳の五つ

の項目について評価を行った。総合評価については

良し悪しを、香り、甘味、酸味については強弱を評

価した。辛口－甘口、淡麗－濃淳については、中心

をどちらでもない（甘くも辛くもない/淡麗でも濃淳

でもない）とし両端に対応する言葉についての感覚

を評価した。 

評価はデジタルデバイス（スマートフォン、タブ

レットなど）でのLAM 尺度によって行った。（図2）

左端を”想像でき得る限り最も弱い(悪い/辛口/淡

麗)”、右端を”想像でき得る限り最も強い(良い/甘

口/濃淳)”とした100段階のスケールバーを用いた。 

評点は評価者ごとに標準化を行った後、平均得点

を算出した。 

 

２．３ 物理化学的分析 

分析は、日本酒における一般成分（酸度、アミノ

酸度、グルコース濃度）及び香気成分(アセトアルデ

ヒド(AA)、酢酸エチル(EtAc)、n-プロピルアルコー

ル(nPrOH)、イソブチルアルコール(iBuOH)、酢酸イ

ソアミル(iAmAc)、イソアミルアルコール(iAmOH)、

カプロン酸エチル(EtCapr)、カプリル酸エチル

(EtCapl)、カプロン酸(Capr))について行った。酸度、

アミノ酸度は国税庁所定分析法に従って測定した。

グルコース濃度はグルコース CⅡ‐テストワコー

（富士フィルム和光純薬工業株式会社製）を用いて

測定した。香気成分は吉沢らの方法3) に従ってヘッ

ドスペースガスクロマトグラフィー(アジレント･テ

クノロジー株式会社製)を用いたヘッドスペース法

により測定した。 
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工作機械の稼働状況をモニタリングするシステムの試作開発 
 
 

島内 良章  山下 実  山本 浩  今西 孝也  毛利 謙作  刈谷 学* 
 

Prototype Development of Monitoring System for Load Operation Status of Machine Tools 
 

Yoshiaki SHIMANOUCHI Minoru YAMASHITA Hiroshi YAMAMOTO 
Koya IMANISHI  Kensaku MOHRI  Manabu KARIYA 

 

県内の製造現場へIoT技術を活用した生産管理を促進するために、工作機械の稼働状況をリアルタイムにモニタリング

するシステムを試作開発し、県内モデル企業で実証試験を行った。機械に設置するIoTデバイスは、現場にある複数の機

械へ対応するために、安価で入手性の良い機器を採用し、各デバイスのネットワーク接続設定など、利用者がウェブブラ

ウザを介して設定及び管理が可能である。モデル企業における実証試験の結果、このシステムで集計した各機械の稼働時

間と社内の目標稼働時間との比較を行い、目標達成の有無を迅速に把握することが可能となった。 

 

１ まえがき 

近年、IoT(Internet of Things)を活用した様々な

製品やサービスが登場している。製造業においては、

中小企業でIoTを導入し、現状の問題点をデータで

定量的に把握し、問題に対する対策を講じて、生産

性向上を果たした成功事例が報告されている1)。 

 一方、県内では、依然として紙ベースの日報が使

用されるなど、業務のデジタル化まで至っていない

企業が多くみられる。県内経済の課題を調査した報

告2)によると、県内企業において従業員1人当たり

のICT（情報通信技術）投資額は、全国平均を大き

く下回り、企業経営者が費用対効果の分かりにくい

投資に対して慎重になっている可能性があるとの指

摘がある。 

 そこで、センターでは、県内企業がIoTに取り組

むきっかけを作るために、モデル企業を設定し、生

産設備のIoT化に取り組み、その活用事例や運用方

法を周知している3,4)。そして、モデル企業以外へ開

発したモデルの横展開を図る取り組みを行っている。 

 本稿では、企業から相談が多い内容である工作機

械の稼働状況の把握に関して、リアルタイムにモニ

タリングが可能なシステムの試作開発を行い、モデ

ル企業で実証した結果を報告する。 

 

２ 試作開発したシステム 

２．１ モデル企業の背景と目的 

 実証先のモデル企業は、精密機器の部品等につい

て、単品から中量品までの機械加工を行っている。

工作機械（以下「機械」とする。）の稼働率管理は、

機械の操作パネルに表示される累積の稼働時間を、

作業者が手書きの日報により報告し、それを基に工

場長が表計算ソフトへ入力、集計していた。 

工作機械メーカーから、装置本体から直接データ

として稼働状況を収集するサービスの提案も受けた

が、メーカーや導入年代の異なる複数の機械を所有

し、改修には多額の費用が発生することから、導入

を見送った。 

 そこで、モデル企業の課題を基に、各機械の稼働

時間の収集及び集計を自動化し、稼働状況をリアル

タイムでモニタリングすることを目的に、安価で入

手性の良い機器を用いてシステムの試作開発を行っ

た。 

 

２．２ システムの試作開発 

モデル企業の機械は、作業者が稼働状況を目視で

確認するために3色のパトランプが取り付けられて

いた。そこで、パトランプの点灯を光センサとIoT

デバイスによりデータ化してサーバへ送り、タブレ

ット等のクライアント端末で、機械の稼働状況のモ

ニタリングが可能なシステムを試作開発した。 

このシステムは、図1に示すようにIoTデバイス、

ネットワーク、サーバで構成され、使用した主要な

機器を表1に示す。また、それぞれの仕様及び機能

を以下の節で詳しく紹介する。 

表1 使用した主要機器 

構成 型式等 

IoT デバイス 

マイコンボード 

(スイッチサイエンス、ESPr® Developer) 

光センサ 

 （新日本無線(株)、NJL７５０２Ｌ） 

ネットワーク 
Wi-Fi ルータ 

((株)バッファロー、WXR-1750DHP2) 

サーバ 
小型コンピュータ 

（RS コンポーネンツ(株)、RaspberryPi3 Model B+） * 高知県立紙産業技術センター 
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審 査 会 等 名 称 派遣日 主  催 派遣者 会 場 

第 1 回高知県新事業分野開拓者

認定審査会・高知県モデル発注

制度認定審査会 

R3. 2.26 高知県商工労働部 

工業振興課 

河野敏夫 書面開催 

第４回高知県食品総合衛生管理

認証審査会 

R3. 3.17 高知県健康政策部 

食品・衛生課 

河野敏夫 衛生環境研究

所 

（食品開発課）      
第 1 回高知県食品産業総合支援

事業費補助金審査会 

R2. 5.28 高知県産業振興推進部 
地産地消・外商課  

森山洋憲  ちより街テラ

ス  
令和 2 年度県内酒造場庫内品質

管理調査会 

 

R2. 7.27 

    7.28 

    8. 3 

高知税務署  
安芸税務署  
須崎税務署  

上東治彦  
甫木嘉朗  

 

安芸税務署  
須崎税務署  
高知税務署  

第 2 回高知県食品産業総合支援

事業費補助金審査会 

R2. 8.12 高知県産業振興推進部 
地産地消・外商課  

森山洋憲  ちより街テラ

ス  
令和 2 年度四国清酒鑑評会 

 

R2. 9.28 

    9.30 

高松国税局  上東治彦  
甫木嘉朗  

高松国税局  

第 3 回高知県食品産業総合支援

事業費補助金審査会 

R2.10.20 高知県産業振興推進部 
地産地消・外商課  

森山洋憲  高知本町ビル  

高知県食品加工施設緊急整備事

業費補助金審査会 

R2.11.11 高知県産業振興推進部 
地産地消・外商課  

森山洋憲  高知共済会館  

第 4 回高知県食品産業総合支援

事業費補助金審査会 

R2.12. 9 高知県産業振興推進部 
地産地消・外商課  

森山洋憲  ちより街テラ

ス  
令和 2 年度高知県酒米品評会 R2.12.11 高知県農業振興部  

環境農業推進課  
上東治彦  農業技術セン

ター  
令和 2 年度四国市販酒調査会 R3. 1.29 高松国税局  上東治彦  

 
高松国税局  

令和 2 年度土佐宇宙酒審査会 R3. 3. 4 高知県酒造組合 上東治彦  
甫木嘉朗 

高知県酒造組

合 

令和 2 年度四国吟醸酒研究会 R3. 3.22 高松国税局  甫木嘉朗  高松国税局  

令和 2 酒造年度県新酒鑑評会 

 

R3. 3.29 高知県酒造組合  上東治彦  
甫木嘉朗  

高知県酒造組

合  
 

４－３ 技能検定（高知県職業能力開発協会主催） 

検 定 名 称 派遣日 派遣者 会 場 

機械加工（普通旋盤作業）随時 3 級 R2. 5.19 村井正徳 (有)繁春鉄工所 

プラスチック成形（射出成形作業）基礎

級 

R2. 5.27 

 

村井正徳 

 

睦月電機(株) 

 

電子機器組立て（電子機器組立て作業）

随時 3 級 

R2. 6.17 島内良章 (株)土佐電子 

電子機器組立て（電子機器組立て作業）

随時 3 級 

R2. 7. 2 島内良章 (株)土佐電子 

機械加工（普通旋盤作業）2 級 R2. 7.11 山本 浩 宿毛工業高等学校 

工場板金（機械板金作業）基礎級 R2. 7.28 村井正徳 (株)松村鉄工所 

工場板金（マシニングセンタ作業）基礎

級 

R2. 7.29 島本 悟 (株)松村鉄工所 
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検 定 名 称 派遣日 派遣者 会 場 

機械加工（数値制御旋盤作業）基礎級 R2. 9.25 土方啓志郎 

村井正徳 

(株)松村鉄工所 

工場板金（機械板金作業）随時 3 級 R2. 9.29 土方啓志郎 

村井正徳 

(株)松村鉄工所 

電子機器組立て（電子機器組立て作業）

基礎級 

R2.10. 3 島内良章 (株)土佐電子 

電子機器組立て（電子機器組立て作業）

基礎級 

R2.11. 7 島内良章 (株)土佐電子 

機械加工（普通旋盤作業）随時 3 級 R2.11.26 村井正徳 

上田竜平 

高須工業(株) 

油圧装置調整 1、2 級 R3. 1.16 

 

山本 浩 

村井正徳 

地域職業訓練センター 

 

工場板金（数値制御タレットパンチプレ

ス作業）1、2 級 

R3. 1.17 

 

村井正徳 (株)栄光工業 

 

仕上げ（機械組立仕上げ作業）随時 3 級 R3. 2. 5 村井正徳 (株)栄光工業 

機械加工（普通旋盤）2 級 R3. 2. 6 毛利謙作 ポリテクカレッジ高知 

金属熱処理（実技試験）3 級 R3. 2. 7 土方啓志郎 地域職業訓練センター 

機械検査 2、3 級 

 

R3. 2.13 

 

島本 悟 

山本 浩 

地域職業訓練センター 

プラスチック成形（射出成形作業）随時

3 級 

R3. 3. 3 村井正徳 睦月電機(株)  

電子機器組立て（電子機器組立て作業）

随時 3 級 

R3. 3.13 島内良章 グ ロ ー リ ー プ ロ ダ ク ツ

(株) 

電子機器組立て（電子機器組立て作業）

随時 3 級（採点） 

R3. 3.15 島内良章 地域職業訓練センター 
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講習会名、講演題目 開催日 参加者数 

顕微鏡観察/異物分析-電子顕微鏡 

 

R2.12.25 4 

顕微鏡観察/異物分析-デジタルマイクロスコープ 

 

R3. 1.15 3 

プラスチックフィルムの製造方法・二次加工方法に関する講習会 

 

R3. 1.28 

（DVD 配布） 

34 

ガス成分分析 

 

R3. 1.29 4 

生分解性の評価方法・プラスチック削減の国内動向に関する講習会 

 

R3. 3.11 

（DVD 配布） 

35 

（計量検定室）   

計量証明事業 一般主任計量者講習会 R3. 3.10 6 

   

 
５－２ 講師派遣 
 

講習会等への派遣 

講習会名、講演題目等 派 遣 者 派遣日 人数 

（食品開発課）    

よい食生活をすすめるネットワーク学習会（食品の冷凍） 森山洋憲 R2. 7.19 20 

土佐 FBCⅢ「食品学」 

 

森山洋憲 R2. 7.31 38 

土佐酒アドバイザー 高知の酒造り～高知酵母について～ 

 

上東治彦 R2. 8. 5 20 

フードテックフォーラム（味の数値化） 森山洋憲 R2. 8.28 136 

土佐 FBCⅢ「現場実践学」 

 

森山洋憲 

下藤 悟 

R2.10. 8 

R2.10.22 

 

19 

搾汁作業講習会（ユズ搾汁のポイントと衛生管理について） 

 

近森麻矢 R2.10.13 9 

RKC 調理製菓専門学校食品学 土佐酒について 上東治彦 R2.10.13 70 

高知県酒造講話会（本年度の酒造りの注意点、酒米､酵母につ

いて） 

 

上東治彦 

甫木嘉朗 

R2.12. 3 25 

いきいきセカンドライフ講座 高知市文化振興事業団 

土佐酒のおいしさのひみつ 

 

上東治彦 R2.12. 1 

 

42 

 
５－３ 研修生の受入 
 

事 業 所 属 受入期間 人数 

高知大学連携協定による大学院生受け入れ 

 

高知大学大学院 

農学研究科 

R2. 4. 1～R3. 3.31 4 
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（食品開発課）

　精米装置 　SDB2A小型醸造精米器 　㈱佐竹製作所 H8

　糖化蒸留装置 　TM-50(糖化装置)､V-20S(蒸留装置) 　㈱ｹｰｱｲ H8

　天然高分子用高速液体ｸﾛﾏﾄｸﾞﾗﾌ 　PU-980 他 　日本分光㈱ H9

　ｵｰﾄｸﾚｰﾌﾞ 　MLS-3750 　ｻﾝﾖｰ H10

　紫外可視分光光度計 　U-2001 　㈱日立製作所 H13

　ﾃﾞｼﾞﾀﾙﾏｲｸﾛｽｺｰﾌﾟ 　VH-8000 　㈱ｷｰｴﾝｽ H13

　冷却遠心機 　CENTRIFUGE GRX-220 　TOMY H14

　電熱ｵｰﾌﾞﾝ 　EBSPS-222B 　㈱ﾌｼﾞｻﾜ H15

　小型高温高圧調理殺菌機 　達人釜FCS-KM75 　ｻﾝﾖｰ H17

　機能性成分高速分析ｼｽﾃﾑ 　ACQUITY UltraPerfomanceLC 　日本ｳｵｰﾀｰｽﾞ㈱ H21

　ｽﾗｲｻｰ 　ECD-702型ﾌｰﾄﾞｽﾗｲｻｰ 　ｴﾑﾗ社 H21

　微量香気成分定量装置 　7890A（GC）、5975C（MSD） 　GERSTEL社･Agilent社 H21

　冷風乾燥機 　乾燥野菜専用ｺﾝﾊﾟｸﾄ型乾燥試験機DV-5P 　㈱ﾕﾆﾏｯｸ H21

　柑橘搾汁試験機 　処理能力500kg／h 　川島製作所 H21

　ﾊﾟﾙﾊﾟｰﾌｨﾆｯｼｬｰ 　HC-PF SP 　ｻﾝﾌｰﾄﾞﾏｼﾅﾘ H21

　ｸﾘｰﾌﾟﾒｰﾀｰ 　RE2-33005B ｺﾝﾄﾛｰﾙﾓﾃﾞﾙ 　㈱山電 H21

　果実洗浄装置 　洗浄ﾗｲﾝ：五条式 　川島製作所 H21

　微量成分分離分取高速ｼｽﾃﾑ 　ﾃﾞﾙﾀ600ｼｽﾃﾑ   ｳｫｰﾀｰｽﾞ㈱ H22

　機能性成分高速分析ｼｽﾃﾑ 　X-LCｼｽﾃﾑ 　日本分光㈱ H22

　ﾎﾟｽﾄｶﾗﾑ誘導体化HPLCｼｽﾃﾑ   ACQUITY UPLC H-Class 　日本ｳｫｰﾀｰｽﾞ㈱ H22

　精油成分抽出用減圧蒸留装置 　EXT-V40P06 　兼松ｴﾝｼﾞﾆｱﾘﾝｸﾞ㈱ H22

　微粉粒磨砕機 　MKCA6-2Jα 　増幸産業㈱ H22

　窒素分析装置 　Kje1tec8400 　FOSS H24

　脂肪酸分析装置 　GC-2010plus 　㈱島津製作所 H25

　超急速凍結機   E102010 　ﾎｼｻﾞｷ電気㈱ H27

　ﾍｯﾄﾞｽﾍﾟｰｽｶﾞｽｸﾛﾏﾄｸﾞﾗﾌ   7890B 　ｱｼﾞﾚﾝﾄ･ﾃｸﾉﾛｼﾞｰ㈱ H27

　迅速溶媒抽出装置   ST243Soxtec   FOSS H29

　ﾌﾞﾗｲﾝ凍結機   ﾘ･ｼﾞｮｲｽﾌﾘｰｻﾞｰ RF-10L 　米田工機㈱ H29

　生物顕微鏡ｼｽﾃﾑ 　BX53F 　ｵﾘﾝﾊﾟｽ㈱ H29

　味認識装置   TS-5000Z 　㈱ｲﾝﾃﾘｼﾞｪﾝﾄｾﾝｻｰﾃｸﾉﾛｼﾞｰ H29

  多感覚器分析ｼｽﾃﾑ機器 　ﾌﾗｯｼｭGCﾉｰｽﾞ　HERACLESⅡ/HS/S 　ｱﾙﾌｧ･ﾓｽ･ｼﾞｬﾊﾟﾝ㈱ H29

　ｽｸﾘｭｰﾌﾟﾚｽ 　MKSS-1特殊仕様 　池田機械工業㈱ H29

　ｽﾁｰﾑｺﾝﾍﾞｸｼｮﾝｵｰﾌﾞﾝ 　FSCCWE101G 　㈱フジマック R1

　粘体充填機 　ﾊﾟｽﾞﾙ充填機　RD703 　㈱ナオミ R1

　小型調理殺菌装置 　RCS-40SPXTG-FAM 　㈱日阪製作所 R1

　嗜好的機能特性評価ｼｽﾃﾑ 
　高速ｱﾐﾉ酸分析計LA-8080
　分光光度計UH5300

　㈱日立ﾊｲﾃｸｻｲｴﾝｽ R1

　自動真空ガス包装機 　FVSⅡ-500ⅡG 　㈱古川製作所 R2

　缶詰巻き締め機 　ミニシーマ　MVC4H 　木村ｴﾝｼﾞﾆｱﾘﾝｸﾞ㈱ R2

　ガス置換カップシーラー 　PM-500AS-G 　第一パック㈱ R2

　超低温フリーザー 　MDF-DU300H 　PHC㈱ R2

　高速大容量冷却遠心機 　Model7000 　久保田商事㈱ R2

　恒温振とう培養機 　BR-180LF 　タイテック㈱ R2

　水分活性測定器 　EZ-200 　フロイント産業㈱ R2

　ポータブル画像解析装置 　Portable PITA PH-01 A/L 　㈱セイシン企業 R2

　低温乾燥機 　FDD-12B 　㈱ネスター R2

　LC-MS 　X500R Q-TOF LC-MSｼｽﾃﾑ 　㈱ｴｰﾋﾞｰ･ｻｲｴｯｸｽ R3

（生産技術課） 　 　

　振動試験装置（動電型加振機） 　VS-2000A-140T 　IMV㈱ H9

　ｸﾞﾗｲﾝﾃﾞｨﾝｸﾞｾﾝﾀ 　YBM-640V 　安田工業㈱ H9

　ﾜｲﾔｶｯﾄ放電加工機 　FX-10 　三菱電機㈱ H9

　ﾎﾟｰﾀﾌﾞﾙｵｼﾛｽｺｰﾌﾟ 　TDS3032 　ｿﾆｰ･ﾃｸﾄﾛﾆｸｽ㈱ H11

　ﾒﾓﾘﾚｺｰﾀﾞ 　8841 　日置電機㈱ H11

　FFTｱﾅﾗｲｻﾞ 　CF-3200J 　小野測器㈱ H12

規　格 製　作　所

７．参考資料

７－１　主要設備

名　称
導入
年度
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７－３ 人事異動 

（令和 3 年 4 月 1 日付） 

○転入・内部異動等 

氏  名 職     名 旧  所  属 

川北 浩久 所長 
海洋深層水研究所長 兼 

工業技術センター副参事 

島本 悟 技術次長 技術次長（連携担当） 

隅田 隆 技術次長（連携担当） 資源環境課長 

野島 慈 総務課 チーフ 中央東福祉保健所 主幹 

毛利 謙作 研究企画課 チーフ 生産技術課 主任研究員 

竹家 均 研究企画課 主任研究員 資源環境課 主任研究員 

加藤 麗奈 
食品開発課 チーフ 

（食材応用担当） 
海洋深層水研究所 チーフ 

秋田 もなみ 食品開発課 主任研究員 食品開発課 研究員 

保科 公彦 
生産技術課 チーフ 

（制御技術担当） 
研究企画課 チーフ 

山下 実 資源環境課長 
生産技術課 チーフ 

（制御技術担当） 

竹吉 優樹 資源環境課 研究員 研究企画課 研究員 

竹内 啓祐 計量検定室 チーフ 須崎福祉保健所 主幹 

久保 慶太 計量検定室 主幹 漁業管理課 主幹 

土居 睦卓 食品開発課 研究員 新採 

中澤 亮太 生産技術課 研究員 新採 
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今西 孝也 生産技術課 専門員（再任用） 生産技術課 主任研究員 

野島 敬一 計量検定室 専門員（再任用） 計量検定室 専門員 

 

 

 

○転出等 

氏  名 職     名 新  所  属 

篠原 速都 
産業技術振興監 兼 

工業技術センター所長 
（退職） 

河野 敏夫 技術次長 
海洋深層水研究所長 兼 

工業技術センター副参事 

谷内 恵美 総務課 チーフ 
中央西農業振興センター 

総務企画課 チーフ（総務担当） 

岡本 佳乃 
食品開発課 チーフ 

（食材応用担当） 
海洋深層水研究所 チーフ 

今西 孝也 生産技術課 主任研究員 （退職） 

武市 信彦 計量検定室 チーフ （退職） 

谷内 嘉明 計量検定室 主任 安芸土木事務所 主任 

上東 治彦 専門員 （退職） 

野島 敬一 専門員 （退職） 
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